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⾼専が保証⼈に対して求める内容

⾦
銭
債
務

＜当局の実地調査で把握した保証内容＞
・ ⼊学料及び授業料の納付

学
⽣
の
⾝
上

＜学則等で規定している役割＞
・ 学⽣の⾝分異動（休学、復学、退学、転学）についての同意
（阿南⼯業⾼等専⾨学校学⽣準則） ※各申請書等への署名・押印が必要

＜上記のほか、当局の実地調査で把握した役割＞
・ ⾮常時の連絡対応
・ 学⽣の成績通知の受領

No.1‐①阿南⼯業⾼等専⾨学校（⼊学時の保証書）

（注）1 当局の調査結果による。
2 本事例表は、令和2年10⽉末時点で提出を求めた直近の保証書等について整理した。

改正⺠法未対応▲保証内容不明確 ▲

改正⺠法の公布から3年以上経過しているが、保証書等を改正しておらず、
令和2年10⽉の調査⽇現在において、検討予定としている。（調査結果2②）

令和2年4⽉⼊学時の保証書（様式）

書⾯上の書きぶり

事例の内容

学校は保証⼈に対し、保証書等への署名をもって、授業料等の納付につい
ての⾦銭保証や、⾝分異動（退学願等）の同意などについての学⽣の⾝上に
係る役割を求めるとしている。しかしながら、保証書等の書⾯上では、「本
⼈在学中に⽣じた⼀切の義務」との抽象的な記述となっており、学校が求め
る具体的な保証内容が分からない。（調査結果1①）

⾦銭債務に係る保証内容や、学⽣の⾝上に係る役割が分からないまま、
保証書等を提出せざるを得ない。
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⾼専が保証⼈に対して求める内容

⾦
銭
債
務

＜学則等で規定している保証内容＞
・ 寄宿料、寮⽣の⽣活上必要な経費（寮⽣交流事業費、⽣活環境補
助事業費（光熱費）等）の納付
（阿南⼯業⾼等専⾨学校学寮規則）

・ 故意⼜は過失により施設、設備等を滅失、き損⼜は汚染した場合
の現状回復に必要な経費の弁償
（阿南⼯業⾼等専⾨学校学寮規則）

学
⽣
の
⾝
上

＜学則等で規定している役割＞
・ ⼊寮願・退寮願・在寮免除願への連署
（阿南⼯業⾼等専⾨学校学寮規則） ※署名・押印が必要

＜上記のほか、当局の実地調査で把握した役割＞
・ インフルエンザ等の疾病に罹患した際の連絡対応及び⾃家⽤⾞等
による送迎

・ 給⾷請負業者から給⾷費未納連絡があった場合の連絡対応

No.1‐②阿南⼯業⾼等専⾨学校（⼊寮時の誓約書）

（注）1 当局の調査結果による。
2 本事例表は、令和2年10⽉末時点で提出を求めた直近の保証書等について整理した。

学校は保証⼈に対し、保証書等への署名をもって、寄宿料等の納付、施
設・設備等の現状回復費⽤の弁償についての⾦銭保証や、インフルエンザ等
罹患時の連絡対応などについての学⽣の⾝上に係る役割を求めるとしている。
しかしながら。保証書等の書⾯上では、学⽣本⼈が寮規則を守ることなどを、
保証⼈連署をもって誓約する記述となっており、学校が求める具体的な保証
内容が分からない。（調査結果1①）

⾦銭債務に係る保証内容や、学⽣の⾝上に係る役割が分からないまま、
保証書等を提出せざるを得ない。

令和2年4⽉⼊寮時の誓約書（様式）

書⾯上の書きぶり

改正⺠法の公布から3年以上経過しているが、保証書等を改正しておらず、
令和2年10⽉の調査⽇現在において、検討予定としている。（調査結果2②）

改正⺠法未対応▲保証内容不明確 ▲

事例の内容
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No.2‐①⾹川⾼等専⾨学校（⼊学時の誓約書）

令和2年4⽉⼊学時の誓約書（様式）

（注）1 当局の調査結果による。
2 本事例表は、令和2年10⽉末時点で提出を求めた直近の保証書等について整理した。

①

②

書⾯上の書きぶり

⾼専が保証⼈に対して求める内容

⾦
銭
債
務

＜当局の実地調査で把握した保証内容＞
・ 授業料及び寄宿料の納付
・ 不法⾏為等により本校が被った不特定の損害の賠償
・ 退学等により、学籍を離れた後でも、学⽣の在学中に⽣じた授業料の
不払や不法⾏為等により⽣じた損害賠償

学
⽣
の
⾝
上

＜学則等で規定している役割＞
・ 学⽣の⾝分異動（休学、復学、退学）についての同意
・ 学⽣⾝上調書異動願、住所変更届、忌引願の連署
・ 個⼈情報の取扱いについての同意
（⾹川⾼等専⾨学校学⽣準則） ※各申請書等への署名・押印が必要

＜上記のほか、当局の実地調査で把握した役割＞
・ 転科願、受験（他⼤学等）許可願、学⽣の
肖像等の掲載に関する同意書等への連署

・ 成績表の受領
・ 緊急時の連絡対応

①保証⼈（保護者）
に対してのみ

学校は保証⼈に対し、保証書等への署名をもって、授業料等の納付、不法
⾏為等による損害賠償などについての⾦銭保証や、⾝分異動（退学願等）の
同意などについての学⽣の⾝上に係る役割を求めるとしている。しかしなが
ら、保証書等の書⾯上では、「本⼈在学中に⽣じた⼀切の義務」との抽象的
な記述となっており、学校が求める具体的な保証内容が分からない。（調査
結果1①）

⾦銭債務に係る保証内容や、学⽣の⾝上に係る役割が分からないまま、
保証書等を提出せざるを得ない。

改正⺠法未対応▲保証内容不明確 ▲

①保証⼈（保護者）
に対してのみ

事例の内容

改正⺠法の公布から3年以上経過しているが、保証書等を改正しておらず、
令和2年10⽉の調査⽇現在において、検討予定としている。（調査結果2②）
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⾼専が保証⼈に対して求める内容
⾦
銭
債
務

＜当局の実地調査で把握した保証内容＞
・ 寮管理運営費、設備維持費の納付
・ 寮の共⽤物品破損時の弁償

学
⽣
の
⾝
上

＜学則等で規定している役割＞
・ 保護者会⼊会
（⾹川⾼等専⾨学校清雲寮保護者会会則、⾹川⾼等専⾨学校詫間キャンパス学⽣寮保護者会
会則）

・ ⼊寮願、退寮願、継続在寮願、休寮願及び復寮願への連署
（⾹川⾼等専⾨学校学⽣寮管理運営細則）

＜上記のほか、当局の実地調査で把握した役割＞
・ 早期外出届、寄宿料免除申請書、⾃転⾞・バイク使⽤許可願への連署
・ 寮規則違反（異性・部外者の連れ込み、禁⽌物品の持込み）等におい
て処分する場合に、以下のとおり保証⼈に依頼
ⅰ）主事注意以上の場合/保証⼈には来校・同席いただき、寮⽣への指
導等の対応を依頼

ⅱ）上記以外の注意の場合/保証⼈に直接連絡し、保証⼈から寮⽣への
指導等の対応を依頼

No.2‐②⾹川⾼等専⾨学校（⼊寮時の⼊寮願）

令和2年4⽉⼊寮時の⼊寮願（様式）

（注）1 当局の調査結果による。
2 本事例表は、令和2年10⽉末時点で提出を求めた直近の保証書等について整理した。

書⾯上の書きぶり

学校は保証⼈に対し、保証書等への署名をもって、寮管理運営費等の納付
などについての⾦銭保証や、退寮願等への連署などについての学⽣の⾝上に
係る役割を求めるとしている。しかしながら、保証書等の書⾯上では、学⽣
本⼈が「諸規則を守ること」、「万⼀事故その他により迷惑をかけた場合は
⼀切の責任を負うこと」を、保証⼈連署をもって誓約する記述となっており、
学校が求める具体的な保証内容が分からない。（調査結果1①）

⾦銭債務に係る保証内容や、学⽣の⾝上に係る役割が分からないまま、
保証書等を提出せざるを得ない。

改正⺠法未対応▲保証内容不明確 ▲

事例の内容

改正⺠法の公布から3年以上経過しているが、保証書等を改正しておらず、
令和2年10⽉の調査⽇現在において、検討予定としている。（調査結果2②）
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（注）1 当局の調査結果による。
2 本事例表は、令和2年10⽉末時点で提出を求めた直近の保証書等について整理した。

No.3‐①新居浜⼯業⾼等専⾨学校（⼊学時の保証書）

⾼専が保証⼈に対して求める内容

⾦
銭
債
務

＜当局の実地調査で把握した保証内容＞
・ 授業料及び寄宿料（⼊寮した場合に限る。）の納付

学
⽣
の
⾝
上

令和2年4⽉⼊学時の保証書（様式）

書⾯上の書きぶり

①

②

保証書等で、1⼈⽬の保証⼈を「保証⼈」と記載しており、書⾯上では、1⼈
⽬の保証⼈との保証契約は普通保証契約に該当するものとみられる。しかしなが
ら、学校は、連帯保証契約を締結するものと認識しており、学校が求める保証責
任が保証書等の記述と異なっている。（調査結果1②）

1⼈⽬の保証⼈は、より責任の重い連帯保証⼈としての責任を負わされるに
もかかわらず、そのことを把握できないおそれがある。

改正⺠法未対応▲保証内容不明確 ▲

改正⺠法の公布から3年以上経過しているが、保証書等を改正しておらず、令
和2年10⽉の調査⽇現在において、検討予定としている。（調査結果2②）

事例の内容
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（注）1 当局の調査結果による。
2 本事例表は、令和2年10⽉末時点で提出を求めた直近の保証書等について整理した。

No.3‐②新居浜⼯業⾼等専⾨学校（⼊学時の誓約書）

令和2年4⽉⼊学時の誓約書（様式） ⾼専が保証⼈に対して求める内容
⾦
銭
債
務

＜当局の実地調査で把握した保証内容＞
・ 後援会⼊会⾦、後援会費、課外活動援助基⾦、学⽣会⼊会⾦、学⽣会費、学園祭費、

同窓会費、⽇本スポーツ振興センター共済掛⾦、⼊寮費、学寮運営費、寮⽣会費の納付
・ 不法⾏為等により本校が被った不特定の損害の賠償

学
⽣
の
⾝
上

＜学則等で規定している役割＞
・学⽣の⾝分異動（休学、復学、退学）についての同意
（新居浜⼯業⾼等専⾨学校学⽣準則） ※各申請書への署名・押印が必要

・⼊学料の免除及び徴収猶予に係る申請書への連署
（新居浜⼯業⾼等専⾨学校⼊学料の免除及び徴収猶予取扱規程）

・合宿研修所使⽤に関する承諾
（新居浜⼯業⾼等専⾨学校合宿研修所使⽤細則）

・学⽣を懲戒処分（説諭）する際の同伴
（新居浜⼯業⾼等専⾨学校学⽣の懲戒に関する規程）

・危機管理を実施する際の保護者との連携
（新居浜⼯業⾼等専⾨学校危機管理規則）

＜上記のほか、当局の実地調査で把握した役割＞
・緊急時の連絡対応 ・成績通知書の受領 ・授業参観等の各種学校⾏事の参加

書⾯上の書きぶり

学校は保証⼈に対し、保証書等への署名をもって、学⽣会費等の納付、不法⾏
為等による損害賠償についての⾦銭保証や、⾝分異動（退学願等）の同意などに
ついての学⽣の⾝上に係る役割を求めるとしている。しかしながら、保証書等の
書⾯上では、学⽣本⼈が学則及び諸規則を守ることなどを、保証⼈連署をもって
誓約する記述となっており、学校が求める具体的な保証内容が分からない。（調
査結果1①）

⾦銭債務に係る保証内容や、学⽣の⾝上に係る役割が分からないまま、保証
書等を提出せざるを得ない。

改正⺠法未対応▲保証内容不明確 ▲

改正⺠法の公布から3年以上経過しているが、保証書等を改正しておらず、令
和2年10⽉の調査⽇現在において、検討予定としている。（調査結果2②）

事例の内容
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（注）1 当局の調査結果による。
2 本事例表は、令和2年10⽉末時点で提出を求めた直近の保証書等について整理した。

No.3‐③新居浜⼯業⾼等専⾨学校（⼊寮時の誓約書）

⾼専が保証⼈に対して求める内容

⾦
銭
債
務

＜学則等で規定している保証内容＞
・ ⽣活上必要な⾷費及び光熱⽔料等の諸経費の納付

（新居浜⼯業⾼等専⾨学校学寮管理運営規則）
・ 居室を⼯作したり、施設設備を滅失、き損汚損した場合に必要経費の弁償

（新居浜⼯業⾼等専⾨学校学寮管理運営規則）

学
⽣
の
⾝
上

＜当局の実地調査で把握した役割＞
・ 学⽣の素⾏不良による処分の際の連絡対応

令和2年4⽉⼊寮時の誓約書（様式）

書⾯上の書きぶり
学校は保証⼈に対し、保証書等への署名をもって、⾷費、光熱⽔料等の納付

などについての⾦銭保証や、学⽣の素⾏不良による処分時の連絡対応について
の学⽣の⾝上に係る役割を求めるとしている。しかしながら、保証書等の書⾯
上では、学⽣本⼈が学則や学寮関係諸規則を守ることなどを、保証⼈連署を
もって誓約する記述となっており、学校が求める具体的な保証内容が分からな
い。（調査結果1①）

⾦銭債務に係る保証内容や、学⽣の⾝上に係る役割が分からないまま、保
証書等を提出せざるを得ない。

改正⺠法未対応▲保証内容不明確 ▲

改正⺠法の公布から3年以上経過しているが、保証書を改正しておらず、令和
2年10⽉の調査⽇現在において、検討予定としている。（調査結果2②）

事例の内容
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（注）1 当局の調査結果による。
2 本事例表は、令和2年10⽉末時点で提出を求めた直近の保証書等について整理した。

No.4‐①⼸削商船⾼等専⾨学校（⼊学時の保証書）

令和2年4⽉⼊学時の保証書（様式） ⾼専が保証⼈に対して求める内容

⾦
銭
債
務

＜当局の実地調査で把握した保証内容＞
・ ⼊学料、授業料、寄宿料、学寮⽣活費、学⽣会費、寮⽣会費、後援会費
（教育活動、体育⽂化活動）、諸経費（BACEテスト検定料）、⽇本スポーツ
振興センター災害共済掛⾦、⼿数料の納付

学
⽣
の
⾝
上

学校は保証⼈に対し、保証書等への署名をもって、⼊学料、授業料、寄宿料等
の納付についての⾦銭保証を求めるとしている。しかしながら、保証書等の書⾯
上では、「学納⾦等」との抽象的な記述となっており、学校が求める具体的な保
証内容が分からない。（調査結果1①）

⾦銭債務に係る保証内容が分からないまま、保証書等を提出せざるを得ない。

保証書等に、1⼈⽬の保証⼈を「保護者」と記載しており、「保証⼈」と「連
帯保証⼈」のどちらに該当するのか不明となっている。（調査結果1②）

保証⼈と連帯保証⼈のどちらに該当するのか分からないまま、保証書等を提
出せざるを得ない。

書⾯上の書きぶり

改正⺠法未対応▲保証内容不明確 ▲

改正⺠法の公布から3年以上経過しているが、保証書を改正しておらず、令和
2年10⽉の調査⽇現在において、検討予定としている。（調査結果2②）

事例の内容

8



（注）1 当局の調査結果による。
2 本事例表は、令和2年10⽉末時点で提出を求めた直近の保証書等について整理した。

No.4‐②⼸削商船⾼等専⾨学校（⼊学時の誓約書）

令和2年4⽉⼊学時の誓約書（様式） ⾼専が保証⼈に対して求める内容
⾦
銭
債
務

学
⽣
の
⾝
上

＜学則等で規定している役割＞
・ 学⽣の⾝分異動（休学、復学、退学）についての同意
（⼸削商船⾼等専⾨学校学⽣準則） ※各申請書への署名・押印が必要

＜上記のほか、当局の実地調査で把握した役割＞
・ ⾮常時や学⽣の成績通知の際の連絡対応
・ カンニング、喫煙、飲酒、賭博等の補導関係のほか、いじめ関係の連絡
対応

書⾯上の書きぶり

学校は保証⼈に対し、保証書等への署名をもって、⾝分異動（退学願等）の同意、
⾮常時の連絡対応などについての学⽣⾝上に係る役割を求めるとしている。しかし
ながら、保証書等の書⾯上では、学⽣本⼈が学則その他諸規則を守ることや、在学
中に⽣じた⼀切の義務を履⾏することを、保証⼈連署をもって誓約する記述となっ
ており、学校が求める具体的な保証内容が分からない。（調査結果1①）

学⽣の⾝上に係る役割が分からないまま、保証書等を提出せざるを得ない。

改正⺠法未対応▲保証内容不明確 ▲

事例の内容

9



（注）1 当局の調査結果による。
2 本事例表は、令和2年10⽉末時点で提出を求めた直近の保証書等について整理した。

No.4‐③⼸削商船⾼等専⾨学校（⼊寮時の誓約書）

令和2年10⽉末時点の様式令和2年4⽉⼊寮時の誓約書（様式） ⾼専が保証⼈に対して求める内容

⾦
銭
債
務

＜学則等で規定している保証内容＞
・ 施設、設備を故意⼜は重⼤な過失により滅失、き損⼜は汚染した場合の
現状回復に必要な経費の弁償
（⼸削商船⾼等専⾨学校学寮管理運営規則）

学
⽣
の
⾝
上

書⾯上の書きぶり

改正⺠法未対応▲

改正⺠法の公布から3年以上経過しているが、保証書を改正しておらず、令和2
年10⽉の調査⽇現在において、検討予定としている。（調査結果2②）

事例の内容

保証内容不明確 ▲
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No.5‐①⾼知⼯業⾼等専⾨学校（⼊学時の保証書）

（注）1 当局の調査結果による。
2 本事例表は、令和2年10⽉末時点で提出を求めた直近の保証書等について整理した。

⾼専が保証⼈に対して求める内容
⾦
銭
債
務

＜当局の実地調査で把握した保証内容＞
・ 授業料及び寄宿料の納付

学
⽣
の
⾝
上

令和2年4⽉⼊学時の保証書（様式）

書⾯上の書きぶり

①

②

保証書等で、2⼈⽬の保証⼈を「連帯保証⼈」と記載しており、書⾯上で
は、2⼈⽬の保証⼈との保証契約は連帯保証契約に該当するものとみられる。
しかしながら、学校は、普通保証契約を締結するものと認識しており、学校
が求める保証責任が保証書等の記述と異なっている。（調査結果1②）

2⼈⽬の保証⼈になることを依頼された者が、連帯保証⼈として、保証
⼈よりも重い責任を負わされるものと誤認することにより、保証⼈となる
ことの承諾が得られにくくなるおそれがある。

改正⺠法未対応▲保証内容不明確 ▲

改正⺠法の公布から3年以上経過しているが、保証書を改正しておらず、令
和2年10⽉の調査⽇現在において、検討予定としている。（調査結果2②）

事例の内容
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No.5‐②⾼知⼯業⾼等専⾨学校（⼊学時の誓約書）

（注）1 当局の調査結果による。
2 本事例表は、令和2年10⽉末時点で提出を求めた直近の保証書等について整理した。

⾼専が保証⼈に対して求める内容

⾦
銭
債
務

学
⽣
の
⾝
上

＜学則等で規定している役割＞
・ 学⽣の⾝分異動（休学、復学、退学）についての同意
（⾼知⼯業⾼等専⾨学校学⽣準則） ※各申請書への署名・押印が必要

＜上記のほか、当局の実地調査で把握した役割＞
・ 懲戒処分の際の同意
・ 緊急時の連絡対応

令和2年4⽉⼊学時の誓約書（様式）

書⾯上の書きぶり

学校は保証⼈に対し、保証書等への署名をもって、⾝分異動（退学願等）の
同意、緊急時の連絡対応などについての学⽣の⾝上に係る役割を求めるとして
いる。しかしながら、保証書等の書⾯上では、「本⼈在学中に係る⼀切のこ
と」との抽象的な記述となっており、学校が求める具体的な保証内容が分から
ない。（調査結果1①）

学⽣の⾝上に係る役割が分からないまま、保証書等を提出せざるを得ない。

改正⺠法未対応▲保証内容不明確 ▲

事例の内容
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No.5‐③⾼知⼯業⾼等専⾨学校（⼊寮時の⼊寮願）

（注）1 当局の調査結果による。
2 本事例表は、令和2年10⽉末時点で提出を求めた直近の保証書等について整理した。

⾼専が保証⼈に対して求める内容

⾦
銭
債
務

＜当局の実地調査で把握した保証内容＞
・ ⼊寮費及び寮費（電気、ガス、⽔道、燃料及び冷暖房等の費⽤）の納付

学
⽣
の
⾝
上

＜当局の実地調査で把握した役割＞
・ 規則違反者に対する指導・改善（保護者呼出し等）

令和2年4⽉⼊寮時の⼊寮願（様式）

書⾯上の書きぶり 学校は保証⼈に対し、保証書等への署名をもって、⼊寮費及び寮費の納付
についての⾦銭保証や、規則違反者に対する指導・改善についての学⽣の⾝
上に係る役割を求めるとしている。しかしながら、保証書等の書⾯上では、
「⼀⾝上のこと並びに学⽣寮に対する債務の履⾏その他について、⼀切の責
任」との抽象的な記述となっており、学校が求める具体的な保証内容が分か
らない。（調査結果1①）

⾦銭債務に係る保証内容や、学⽣の⾝上に係る役割が分からないまま、
保証書等を提出せざるを得ない。

改正⺠法未対応▲保証内容不明確 ▲

改正⺠法の公布から3年以上経過しているが、保証書を改正しておらず、令
和2年10⽉の調査⽇現在において、検討予定としている。（調査結果2②）

事例の内容
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No.5‐④⾼知⼯業⾼等専⾨学校（⼊寮時の誓約書）

（注）1 当局の調査結果による。
2 本事例表は、令和2年10⽉末時点で提出を求めた直近の保証書等について整理した。

⾼専が保証⼈に対して求める内容

⾦
銭
債
務

学
⽣
の
⾝
上

＜学則等で規定している役割＞
・ 学⽣の⾝分異動（⼊寮、退寮）についての同意

（⾼知⼯業⾼等専⾨学校学寮規則） ※各申請書への署名・押印が必要

＜上記のほか、当局の実地調査で把握した役割＞
・ ⾃宅帰省報告（1年⽣⼥⼦寮⽣）、寮内持込品許可に係る申請書への連署
・ 規則違反者に対する指導・改善（保護者呼び出し等）

令和2年4⽉⼊寮時の誓約書（様式）

書⾯上の書きぶり

学校は保証⼈に対し、保証書等への署名をもって、学⽣の⾝分異動（退学
願等）の同意、規則違反者に対する指導・改善についての学⽣の⾝上に係る
役割を求めるとしている。しかしながら、保証書等の書⾯上では、学⽣本⼈
が諸規則を守り規律ある共同⽣活を⾏うことを、保証⼈連署をもって誓約す
る記述となっており、学校が求める具体的な保証内容が分からない。（調査
結果1①）

学⽣の⾝上に係る役割が分からないまま、保証書等を提出せざるを得な
い。

改正⺠法未対応▲保証内容不明確 ▲

事例の内容
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⼤学が保証⼈に対して求める内容
⾦
銭
債
務

＜当局の実地調査で把握した保証内容＞
・ ⼊学料及び授業料の納付

学
⽣
の
⾝
上

＜学則等で規定している役割＞
・ 学⽣の⾝分異動（休学、復学、退学、転学、他⼤学（他学部）受験許可願）について
の同意
（徳島⼤学学部共通細則） ※各申請書への署名が必要

・ ⼊学料免除申請、⼊学料徴収猶予申請、授業料免除申請、授業料徴収猶予・⽉割分納
申請についての同意
（徳島⼤学⼊学料, 授業料及び寄宿料の免除等に関する規則） ※各申請書への署名が必要

＜上記のほか、当局の実地調査で把握した役割＞
・ 本⼈の⾝元確認に係る対応

No.6‐①徳島⼤学（⼊学時の保証書）

（注）1 当局の調査結果による。
2 本事例表は、令和2年10⽉末時点で提出を求めた直近の保証書等について整理した。

令和2年10⽉⼊学時の保証書（様式）

改正⺠法施⾏後の令和2年10⽉に⼊学した学⽣（24⼈）の保証⼈との間で、極度
額が定められていない保証書等を⽤い、無効となる保証契約を締結している。（調
査結果2①）

保証⼈が保証契約の無効を主張して保証を拒んだ場合、主債務者である学⽣の
みが債務を負うため、学⽣の困窮や退学・除籍につながるおそれがある。

書⾯上の書きぶり 学校は保証⼈に対し、保証書等への署名をもって、⼊学料及び授業料の納付につ
いての⾦銭保証や、⾝分異動（退学願等）の同意などについての学⽣の⾝上に係る
役割を求めるとしている。しかしながら、保証書等の書⾯上では、「本⼈の⼀⾝上
のこと」や「授業料等貴学に対する⼀切の債務」との抽象的な記述となっており、
学校が求める具体的な保証内容が分からない。(調査結果1①)

⾦銭債務に係る保証内容や、学⽣の⾝上に係る役割が分からないまま、保証書
等を提出せざるを得ない。

改正⺠法未対応▲保証内容不明確 ▲

保証書等に「本⼈と連帯して責任を負い」と記載しており、書⾯上では、保証⼈
との保証契約は連帯保証契約に該当するものとみられる。しかしながら、学校は普
通保証契約を締結するものと認識しており、学校が求める保証責任が保証書等の記
述と異なっている。（調査結果1②）

保証⼈になることを依頼された者が、連帯保証⼈として、保証⼈よりも重い責任
を負わされるものと誤認することにより、保証⼈となることの承諾が得られにくく
なるおそれがある。

改正⺠法の公布から3年以上経過しているが、保証書を改正しておらず、令和2年
10⽉の調査⽇現在において、検討中としている。（調査結果2②）

事例の内容
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⼤学が保証⼈に対して求める内容

⾦
銭
債
務

＜当局の実地調査で把握した保証内容＞
・ 寄宿料及び光熱⽔料の納付

学
⽣
の
⾝
上

No.6‐②徳島⼤学（⼊寮時の保証書）

（注）1 当局の調査結果による。
2 本事例表は、令和2年10⽉末時点で提出を求めた直近の保証書等について整理した。

令和2年4⽉⼊寮時の保証書（様式）

書⾯上の書きぶり

改正⺠法未対応▲保証内容不明確 ▲

改正⺠法の公布から3年以上経過しているが、保証書を改正しておらず、令和2年
10⽉の調査⽇現在において、検討中としている。（調査結果2②）

事例の内容

保証書等に「本⼈と連帯して責任を負い」と記載しており、書⾯上では、保証⼈
との保証契約は連帯保証契約に該当するものとみられる。しかしながら、学校は普
通保証契約を締結するものと認識しており、学校が求める保証責任が保証書等の記
述と異なっている。（調査結果1②）

保証⼈になることを依頼された者が、連帯保証⼈として、保証⼈よりも重い責任
を負わされるものと誤認することにより、保証⼈となることの承諾が得られにくく
なるおそれがある。

学校は保証⼈に対し、保証書等への署名をもって、寄宿料及び光熱⽔料の納付に
ついての⾦銭保証を求めるとしている。しかしながら、保証書等の書⾯上では、
「寄宿料及び光熱⽔料等」という記述となっており、「等」に該当する保証内容が
分からない。（調査結果1①）

⾦銭債務に係る保証内容が分からないまま、保証書等を提出せざるを得ない。
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⼤学が保証⼈に対して求める内容

⾦
銭
債
務

＜当局の実地調査で把握した保証内容＞
・ ⼊学料、授業料及び寄宿料の納付
※ 調査時点において、以下のとおり保証書を改正済み

学
⽣
の
⾝
上

No.7‐①鳴⾨教育⼤学（⼊学時の保証書）

（注）1 当局の調査結果による。
2 本事例表は、令和2年10⽉末時点で提出を求めた直近の保証書等について整理した。

令和2年4⽉⼊学時の保証書（様式）

書⾯上の書きぶり

学校は保証⼈に対し、保証書等への署名をもって、⼊学料、授業料及び寄
宿料の納付についての⾦銭保証を求めるとしている。しかしながら、保証書
等の書⾯上では、「所定の授業料等貴学に対する⼀切の債務」との抽象的な
記述となっており、学校が求める具体的な保証内容が分からない。（調査結
果1①）

⾦銭債務に係る保証内容が分からないまま、保証書等を提出せざるを得
ない。

保証内容不明確 ▲

事例の内容

【極度額の記載内容（学部学⽣の例）】
⼊学料：282,000円
授業料：3,214,800円（年額授業料（535,800円）に最⼤在学可能年数6年を乗じた

⾦額）
寄宿料：12,900円（⽉額寄宿料（4,300円）に⼊居⽉数３か⽉（3か⽉以上納付を

怠った場合、退去処分となるため３か⽉を上限として算出）を乗じた⾦額）

改正⺠法未対応▲
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No.8‐①⾹川⼤学（⼊学時の誓約書）

（注）1 当局の調査結果による。
2 本事例表は、令和2年10⽉末時点で提出を求めた直近の保証書等について整理した。

⼤学が保証⼈に対して求める内容

⾦
銭
債
務

＜当局の実地調査で把握した保証内容＞
・ 授業料の納付
※ 別紙（⼊学⼿続案内）で年額の授業料を記載

2020年度授業料額は以下のとおり
学部 535,800円
学部（夜間主コース） 267,900円
⼤学院 535,800円

学
⽣
の
⾝
上

＜学則等で規定している役割＞
・ 学⽣の⾝分異動（休学、復学、退学、留学、転学）に
ついての同意
（⾹川⼤学学則及び学⽣準則） ※各願出等への署名・押印が必要

・ 転学部についての同意
（⾹川⼤学転学部に関する取扱規則） ※転学部願への署名・押印が必要

・ 学⽣を懲戒処分した際に通知受領
（⾹川⼤学学⽣懲戒規程）

・ GPA（成績）の通知受領
（⾹川⼤学GPA制度の取扱いに関する要項） ※学⽣は保証⼈の同意を得
て保証⼈への通知を不要とする（学⽣のみ通知）ことが可能

改正⺠法の施⾏後に、保証書等を改めているものの、極度額
が明確に記載されておらず、保証契約が無効となるおそれがあ
る。（調査結果2③）

「極度額は年間授業料相当額」と記載されているものの、○○
円と具体的な⾦額が記載されておらず、以下のような疑念がある。
ⅰ）年間授業料は変動する可能性あり
ⅱ） 1年間の授業料か複数年の授業料か不明
ⅲ）初年度の年額授業料は⼊学⼿続案内で⽰されているが、当該
⾦額が「年間授業料相当額」と同⼀の額であるか不明

令和2年10⽉⼊学時の誓約書（様式）

書⾯上の書きぶり

書⾯上の書きぶり

改正⺠法未対応▲保証内容不明確 ▲

事例の内容
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⼤学が保証⼈に対して求める内容
⾦
銭
債
務

＜当局の実地調査で把握した保証内容＞
・ ⼊学料及び授業料の納付

学
⽣
の
⾝
上

＜学則等で規定している役割＞
・ 学⽣の⾝分異動等（休学、他⼤学・他学部受験、退学、留学）について
の同意 （愛媛⼤学学則） ※各申請書への署名、押印が必要

＜当局の実地調査で把握した役割＞
・ 成績表の受領 ・ 緊急時の連絡対応及び⾝元引受け

No.9‐①愛媛⼤学（⼊学時の保証書）

（注）1 当局の調査結果による。
2 本事例表は、令和2年10⽉末時点で提出を求めた直近の保証書等について整理した。

令和2年9⽉⼊学時の保証書（様式）

書⾯上の書きぶり
学校は保証⼈に対し、保証書等への署名をもって、⼊学料及び授業料の納付につ

いての⾦銭保証や、⾝分異動（退学願等）の同意などについての学⽣の⾝上に係る
役割を求めるとしている。しかしながら、保証書等の書⾯上では、「本⼈の⼀⾝上
のこと」や「授業料等貴学に対する債務」との抽象的な記述となっており、学校が
求める具体的な保証内容が分からない。（調査結果1①）

⾦銭債務に係る保証内容や学⽣の⾝上に係る役割が分からないまま、保証書等
を提出せざるを得ない。

改正⺠法施⾏後の令和2年9⽉に⼊学した学⽣（11⼈）の保証⼈との間で、極度
額が定められていない保証書等を⽤い、無効となる保証契約を締結している。(調
査結果2①）

保証⼈が保証契約の無効を主張して保証を拒んだ場合、学⽣のみが債務を負う
ため、学⽣の困窮や退学・除籍につながるおそれがある。

※ 調査時点において、以下のとおり保証書を改正済み
【極度額の記載内容】
⼊学料：282,000円
授業料：6,429,600円（年間授業料（535,800円）に最⼤在学期間12年（在学期間が最

⼤の学部）を乗じた⾦額）

改正⺠法未対応▲保証内容不明確 ▲

事例の内容

保証書等に「本⼈と連帯して責任を負い」と記載しており、書⾯上では、保証⼈
との保証契約は連帯保証契約に該当するものとみられる。しかしながら、学校は普
通保証契約を締結するものと認識しており、学校が求める保証責任が保証書等の記
述と異なっている。（調査結果1②）

保証⼈になることを依頼された者が、連帯保証⼈として、保証⼈よりも重い責任
を負わされるものと誤認することにより、保証⼈となることの承諾が得られにくく
なるおそれがある。
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⼤学が保証⼈に対して求める内容

⾦
銭
債
務

＜当局の実地調査で把握した保証内容＞
・ 保証⾦、寄宿料及び共益費の納付
※ 調査時点において、以下のとおり保証書を改正済み

学
⽣
の
⾝
上

＜当局の実地調査で把握した役割＞
・ 緊急時の連絡対応
・ 学⽣同⼠のトラブルや遵守事項の不遵守に係る注意・指導

No.9‐②愛媛⼤学（⼊寮時の保証書）

（注）1 当局の調査結果による。
2 本事例表は、令和2年10⽉末時点で提出を求めた直近の保証書等について整理した。

令和2年4⽉⼊寮時の保証書（様式）

書⾯上の書きぶり

学校は保証⼈に対し、保証書等への署名をもって、保証⾦、寄宿料等の納付につ
いての⾦銭保証や、緊急時の連絡対応などについての学⽣の⾝上に係る役割を求め
るとしている。しかしながら、保証書等の書⾯上では 「所定の寄宿料等」との抽象
的な記述となっており、学校が求める具体的な保証内容が分からない。（調査結果
1①）

⾦銭債務に係る保証内容や、学⽣の⾝上に係る役割が分からないまま、保証書
等を提出せざるを得ない。

【極度額の記載内容】
保証⾦：43,000円
寄宿料・共益費：264,000円（最も⽉額寄宿料の⾼い棟の22,000円に12ヶ⽉を乗じた

⾦額）

改正⺠法未対応▲保証内容不明確 ▲

事例の内容

保証書等に「本⼈と連帯して責任を負い」と記載しており、書⾯上では、保証⼈
との保証契約は連帯保証契約に該当するものとみられる。しかしながら、学校は普
通保証契約を締結するものと認識しており、学校が求める保証責任が保証書等の記
述と異なっている。（調査結果1②）

保証⼈になることを依頼された者が、連帯保証⼈として、保証⼈よりも重い責任
を負わされるものと誤認することにより、保証⼈となることの承諾が得られにくく
なるおそれがある。
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No.10‐①⾼知⼤学（⼊学時の保証書）

（注）1 当局の調査結果による。
2 本事例表は、令和2年10⽉末時点で提出を求めた直近の保証書等について整理した。

⼤学が保証⼈に対して求める内容

⾦
銭
債
務

＜当局の実地調査で把握した保証内容＞
・ 授業料及び寄宿料の納付

学
⽣
の
⾝
上

改正⺠法施⾏後の令和2年10⽉に⼊学した学⽣（2⼈）の保証⼈との間で、極度
額が定められていない保証書等を⽤い、無効となる保証契約を締結している。（調
査結果2①）

保証⼈が保証契約の無効を主張して保証を拒んだ場合、学⽣のみが債務を負う
ため、学⽣の困窮や退学・除籍につながるおそれがある。

令和2年10⽉⼊学時の保証書（様式）

※ ⾼知⼤学は、保証書では「保証⼈」の呼称を⽤いているが、実質的には、保証
⼈ではなく、学資負担者（連帯債務者）を求めていることから、個⼈根保証契約
には該当しないものとしている。
しかしながら、当該保証書には、「授業料・寄宿料の債務の履⾏に関し、私が

保証⼈としてその責に任ずることを保証します」と記載されていることから、個
⼈根保証契約に該当するものと読み取れる。
なお、⾼知⼤学は、保証書における「保証⼈」の呼称が、個⼈根保証契約に係

る保証⼈と誤解を招くおそれがあることから、学⽣準則を改正し（令和2年9⽉17
⽇）、保証書ではなく、「学資負担者届」の提出を求めるよう⾒直している（令
和3年4⽉⼊学者から学資負担者届を使⽤予定）。

書⾯上の書きぶり

改正⺠法未対応▲

事例の内容

保証内容不明確 ▲
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No.10‐②⾼知⼤学（⼊寮時の⼊寮願）

（注）1 当局の調査結果による。
2 本事例表は、令和2年10⽉末時点で提出を求めた直近の保証書等について整理した。

⼤学が保証⼈に対して求める内容

⾦
銭
債
務

＜学則等で規定している役割＞
・ ⾷費その他私⽣活に使⽤する光熱⽔料等の経費（共益費を含む。）の納付
（⾼知⼤学学寮管理運営規則）

学
⽣
の
⾝
上

＜当局の実地調査で把握した役割＞
・ 学⽣から、精神的不調、体調不良、悩みごとを聴取した際の対応に係る⽀
援・協⼒

※ ⾼知⼤学は、⼊寮願では「保証⼈」の呼称を⽤いているが、実質的には、
保証⼈ではなく、学資負担者（連帯債務者）を求めていることから、個⼈根
保証契約には該当しないものとしている。
なお、⾼知⼤学は、⼊寮願における「保証⼈」の呼称が、個⼈根保証契約

に係る保証⼈と誤解を招くおそれがあることから、⼊寮願を改正し、「保証
⼈」を「学資負担者」に⾒直すこととしている（令和3年4⽉⼊学者から改正
した⼊寮願を使⽤予定）

令和2年10⽉⼊寮時の⼊寮願（様式）

学校は保証⼈に対し、保証書等への署名をもって、⾷費等の納付についての⾦銭
保証や、学⽣から精神的不調等を聴取した際の対応に係る⽀援・協⼒についての学
⽣の⾝上に係る役割を求めるとしている。しかしながら、保証書等の書⾯上では、
学⽣本⼈の⼊寮願（保証⼈の⽒名等の記載欄あり）で、⼊寮後は諸規則を守るとの
記述となっており、学校が求める具体的な保証内容が分からない。（調査結果1
①）

⾦銭債務に係る保証内容や、学⽣の⾝上に係る役割が分からないまま、保証書
等を提出せざるを得ない。

改正⺠法未対応▲保証内容不明確 ▲

事例の内容
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